
持続可能かつ稼げる農業の環境づくり

未来を担う担い手の確保・育成

・都市農林業を支える多様な担い手の育成・定着
・青年農業者及び女性農業者の経営能力向上
・経営感覚に優れた担い手の育成 など

基本目標：多様な担い手による地域と共生した都市農林業の実現

・規模拡大に対応するスマート農業等の導入,施設化等

による高収益化の推進

・地域計画等による農地集積・集約化の推進

・高温対策技術等の普及

・農業水利施設の長寿命化対策等の実施 など

・防災網の設置等、災害に備えた農業の推進
・家畜伝染病に対する防疫体制の整備・強化
・排水施設等の機能強化や体制整備の推進
・有害動植物に対する被害防止対策の推進 など

災害等への危機管理強化

第７次(令和８～11年度) 東葛飾地域農林業振興方針の概要

≪目指す姿≫
・後継者や新規参入者, 法人等,多様な担い手による農林業の展
開

・収益力が向上し, 十分な所得が確保できる農業経営の実践

・園芸, 水田農業, 畜産各部門における生産力の維持, 向上

・将来にわたり安定的に農業生産が可能な生産基盤の整備

・地域住民から理解, 応援される共生可能な都市農林業の展開

・あらゆるリスクに備え, 災害や気候変動等の影響を最小限に
抑える農業経営の実践

・森林環境譲与税の活用による森林整備の推進

・多様な担い手の確保・育成

・県産木材の利用促進

森林資源の循環の推進

市民と共生する農業の実現

・市民の信頼が得られる安全、安心な農業の推進

・農業者等が行う農村の多面的機能の維持、発揮

・食育活動や情報発信等による都市農業への理解醸成

・消費者が多い立地を生かした販売,６次産業化,輸出

の促進 など

都市農業を担う
多様な担い手の育成
（重点施策）

農業経営体育成セミナー
やスキルアップ研修など段
階的・継続的支援による経
営管理能力の向上 など

≪目指す姿≫
多様な担い手による, 安定
的な経営が持続している

≪目標≫
・新規就農者数
     34名/年→ 増加を目指す
・新規の認定農業者数

29名/年→ 31名/年

水田農業の振興
（重点施策）

・地域計画による集積・集約
・規模拡大に対応する設備投
資,機械導入支援
・多面的機能支払交付金を
活用した取組促進 など

≪目指す姿≫
再生産可能な水田農業経営
が展開されている

≪目標≫

・担い手への農地集積率
32.9%(R6) → 40.0%(R11)

・大規模経営体の規模拡大
     1,058ha(R7) →1,140ha(R11)
・多面的機能支払交付金の
活動組織数

        7組織(R7) → 12組織(R11)

園芸農業の振興
（重点施策）

・規模拡大に向けた設備投
資,機械導入支援

・高温対策技術の普及
・新規取組者の育成 など

≪目指す姿≫
梨,野菜など, 園芸産地の
生産力が向上している

≪目標≫
・日本梨
高温対策実施面積

          －ha(R7) → 2.18ha(R11)
新規参入を含む規模拡大
経営体数
－戸(R7) → 6戸(R11)

・ねぎの規模拡大経営体数
        －戸(R7) → 9戸(R11)

多様な担い手による
森林整備の推進
（重点施策）

・森林環境譲与税の担い手支
援分野への活用推進
・新規取組希望者に対する講
習会の実施支援 など

≪目指す姿≫
多様な担い手による森林整備
の実施により、地域の森林の
多面的機能が発揮される

≪目標≫
森林環境譲与税による市民活
動団体等への支援実施市数

2市(R6) →  5市(R11)

≪課題≫
・担い手の確保,育成と経営管理能力の向上

・規模拡大に対応する設備投資や労力確保,コスト

低減対策の実施等による収益力の向上

・高温対策の実施等による影響の最小化

・老朽化で低下した農業水利施設の機能の回復

・環境にやさしい農業など,地域住民に理解される

農林業の実践

・ハード(施設増強等), ソフト(体制整備等)両面

からの災害等への対応強化 など

≪現状≫
・担い手の高齢化,減少の一方,農地集積が進行

・生産資材費の高騰などによる収益の低下

・気候変動による収量等への影響増大

・耐用年数を超過した農業水利施設の増加

・都市農業振興法,みどりの食料システム法の施行

・気象災害等の激甚化・頻発化 など

農業産出額 R元：395.4億円→ R5：296.1億円
基幹的農業従事者数 H27:8,288人→ R7:5,104人
担い手への農地集積 R2：26.7％→ R6：32.9％
森林整備面積 R2：17.1 ha → R6：14.0 ha

市民と共生する
農業の実現

・環境にやさしい農業, 
GAP,食育活動等の推進

・多面的機能発揮のため
の共同活動の推進

・６次産業化、観光農業、
地産地消等の推進など

主な施策の内容

畜産の振興

・自給飼料生産,エコフィー
ド、耕畜連携の推進

・設備投資等への支援

・飼養,衛生管理の改善など

農業水利施設の
長寿命化

日常点検や機能診断に基づ
く計画的な補修,更新 など

危機管理強化

・園芸施設の改修や多目的
防災網導入支援, 収入保
険等加入促進

・排水施設等の機能強化や
体制整備の推進

・家畜伝染病の発生予防と
防疫体制の整備

・有害動植物に対する被害
防止対策の推進 など

基本施策
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